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伝
統
・
骨
材
れ
ソ
で
ね
た
き
り
に
な
ら
れ
た
カ
は
、
心
の
き
び
し
き

が
人
…
後
伸
明
く
マ
る
も
の
で
す
。

中
市
沖
同
、
議
λ
の
方
々
が
楽
し
〈
日
々
を
滋
そ
る
よ
う
老
人
家

W

総
務
後
関
料
金
mw
拠
出
り
ま
し
た
。

や
さ
し
い
心
づ
か
い
が
老
人
的
生
活
を
明
る
く
し
、
あ
た
た

か
い
分
後
が
大
き
を
励
み
を
与
え
て
い
ま
す
。
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と
し
を
と
る
と
診
で
も
心
ξ
体
的
い
ろ
い
ろ
な
繍
聞
き
が
変
え

て
き
ま
す
。

我
係
子
市
に
は
八
十
七
人
の
ね
た
き

q
の
考
人
が
お
り
ま
す
n

こ
の
ね
た
き
号
に
な
っ
た
綴
協
闘
は
、
七
ト
代
的
恋
人
で
は
級

官
サ
ム
中
に
よ

9
予
定
が
き
か
な
く
寄
っ
た
ガ
や
神
総
崎
湖
、
心
隊
約

あ
る
い
は
際
幾
何
関
内
総
な
ど
に
よ
る
中
身
が
多
〈
、
八
十
畿
を
こ
え

る
と
、
そ
の
半
分
が
途
変
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

直喜盟

814 

昨
咲
き
は
じ
め
た
響
捕
時
的
ツ
ツ
ジ
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附
哨
品
開
閉
同
十
八
年
繁
一
同
出
我
時
期

子
市
議
会
後
例
会
は
、
三
月
九

日
制
間
終
草
れ
、
一
一
一
月
二
十
三
日

ま
で
会
期
十
蕊

g
mを
も
っ
て

悶
聞
か
れ
ま
し
た
a

ニ
の
鴻
峨
会
で
議
決
し
ま
し
た

後
件
げ
は
問
問
十
件
で
す
が
、
そ
の

う
ち
一
二
十
問
問
符
が
原
案
可
決
、

六
件
庁
が
総
総
と
を
り
ま
し
た

P

ま
た
、
こ
の
う
ち
燦
幾
可
決

と
な
っ
た
一
件
勺
我
孫
子
市
骨
格

率
構
想
を
絞
め
る
こ
と
に
つ
い

て
い
と
総
出
北
町
六
件
「
鳩
山
刊
額

十
六
ネ
俊
一
般
会
計
お
よ
び
各

特
別
会
計
者
ら
び
に
上
水
滋
務

業
会
計
的
淡
入
品
周
期
決
算
に
つ

い
て
」
は
路
線
開
門
十
七
年
第
鐙

間
関
定
例
会
に
機
殺
し
、
際
会
中

継
続
察
官
篤
と
な
っ
て
い
た
も
の

で
す
。

2 

我
孫
子
市
交
滋
緩
導
員
紋
緩
桑

例
の
制
腕
噛
A
E原
祭
一
時
淡

急
激
な
る
そ

l
タ
ワ
i
ゼ

l

シ
ヨ
ン
的
発
途
に
よ

q-
州
民
滋

情
勢
は
ま
す
ま
す
楽
化
的
之
揺

を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
処
す

る
た
め
兇
嶋
監
、
生
抽
出
め
官
民
巡
安

傘
悌
湖
湖
特
を
主
と
し
た
交
滋
指
導

関
門
を
乱
部
援
す
る
も
の
で
す
。

務
孫
子
市
身
体
機
卿
世
帯
咽
家
庭
察

佼
包
縄
開
館
鐙
抱
附
刷
問
mw
総
定

I
際
緊

可
決身

体
時
停
害
者
滋
絞
殺
栓
員
を

設
け
、
鍾
絞
殺
体
際
害
者
と
儀

所
得
開
閉
緩
め
身
体
悼
碑
繁
務
常
事
W
轄

の
綴
栓
増
進
を
図
る
た
め
で
す
e

-… 3月号隠{こ招集された告書 i溜定例市畿会……

後
孫
子
治
心
身
蹄
障
害
児
獄
鞠
鴨
川
部

学
幾
笈
給
条
例
の
一
抑
制
改
蕊

3

防
相
撲
可
決

心
身
臨
時
議
倒
見
を
か
か
え
る
駒
郡

縫
的
ゑ
滋
安
定
と
領
後
制
暗
唱
躍
を

隠
る
た
め
、
文
総
報
酬
を
月
額
千

五
百
m
円
か
ら
な
一
干
潟
に
引
き
上

げ
た
も
の
寸
す
。

掛
輯
柑
錦
子
市
身
体
務
審
者
替
選
白
田

動
奪
還
総
品
開
鈴
箆
取
得
雌
周
回
間
交

総
晶
期
制
問
の
嗣
制
定

t
描概略時哨吋決

身
体
情
再
審
議
が
向
財
政
率
を
治

問
崩
す
る
こ
と
に
よ
号
、
そ
の
的
関

立
富
民
叩
広
告
助
長
す
る
と
と
も
に

技
会
活
動
向
範
関
数
以
ん
を
ね
が

い
、
普
滋
自
制
閥
単
免
許
誌
の
取

得
費
納
骨
文
総
し
よ
う
主
宇
る

も
丹
で
す
e

我
孫
子
獄
中
小
企
幾
資
念
総
資

条
例
の
{
怒
改
正
H

燦
祭
可
決

繍
桝
託
融
資
に
お
け
る
信
沼
保

証
制
作
を
市
が
ぬ
周
知
刊
し
、
挙
制
開
会

業
品
唱
の
総
出
向
を
図
る
と
と
も
に
、

そ
的
融
資
手
緩
急
を
際
単
に
ず

る
た
め
で
オ
@

我
相
郁
子
中
間
療
獲
物
の
終
調
岨
及
び

清
岨
聞
に
側
関
す
る
条
例
の
糊
制
掛

A
H

潔
線
材
吋
抽
出

廃
棄
物
的
処
滋
及
び
清
同
慨
に

開
閉
す
る
淡
絡
が
公
布
さ
れ
、
い

ま
ま
で
の
清
掃
淡
が
綴
泳
さ
れ

た
た
め
で
す
。

裁
緩
み
曲
市
営
盆
議
後
捕
端
に
限
す

る
条
側
関
の
一
部
改
総

E
原
案

可
決公

判
明
州
絞
殺
淡
錨
行
令
め
…
務

時
は
}
誌
に
よ
り
、
一
前
後
後
成
額
の

削
引
き
上
げ
を
行
な
う
た
め
で
す
@

品
科
級
品
d

中
市
営
住
宅
使
間
m
判
明
粂
僚

の
ご
制
改
正

f
間
開
策
可
決

間
唱
砧
刊
間
関
十
七
年
度
途
殺
の
日

秀
阿
闘
機
場
開
閣
欝
火
問
問
榔
間
務
て
一

線
十
六
戸
の
仲
臨
時
制
使
間
m
制
作
を
絞

め
る
た
め
で
す
。

醐
叫
柑
冊
子
索
史
編
事
ん
議
員
会
条

例
の
幽
制
定
お
お
捕
開
案
可
決

品
科
柑
叩
子
市
則
的
経
史
的
問
料
館
削
機
内

滋
側
械
金
ふ

η
，
か
え
号
、
俗
的
発

臨
概
と
楽
史
的
み
な
き
ん
の
郷
土

に
対
す
る
糊
帳
簿
と
愛
郷
心
的
世
間

持
を
は
か
る
た
め
、
市
山
見
例
制
さ

ん
構
対
日
民
会
を
設
け
た
も
の
で
す
e

裁
孫
子
燃
本
滋
事
緩
め
紋
畿
盤
T

H

い
醐
附
す
る
条
僚
の
一
部
改
正
3

間
開
業
可
決

ー
水
滋
管
制
情
事
務
所
訟
を
，

水
滋
淡
い
に
改
め
る
も
め
で
す
。

我
孫
子
市
特
約
対
窪
遺
品
借
家
幾

特
制
刷
会
計
条
例
持
続
ふ
H
問問議

官吋淡柏
村
別
叫
制
緩
明
雄
常
事
業
が
終
り

ま
し
た
的
で
、
こ
れ
に
よ
り
会

針
金
開
閉
鎖
す
る
た
め
マ
す
。

宮
市
滋
路
線
の
路
建
に
つ
い
て

i

蹴m
総
可
決

一
一
一
案
件
い
ず
れ
も
同
開
発
行
為

が
終
ワ
ま
し
た
の
で
、
久
榔
サ
明
部

第
一
一
十
一
一
一
号
線
を
は
じ
め
と
す

る
六
号
線
と
問
問
機
脇
町
総
先
円
減

孫
子
縁
三
百
一
号
線
か
ら
ぶ
印
刷

蕊
号
線
開
五
路
線
放
ぴ
に
高
野

街
並
榊
六
十
七
時

d

綴
を
そ
れ
ぞ
れ

市
道
仁
村
崎
後
し
ま
し
た
。

冷
淡
路
線
の
溌
ふ
じ
つ
い
て
弱
者

間
開
業
可
決

間
関
滋
六
分
同
時
的
数
一
綴
ぷ
市
中
に

よ
る
中
市
遂
の
取
付
綴
絞
め
た
的
、

あ
ま
り
病
弱
き
れ
て
い
な
い
綴

一
戸
築
関
十

4

一
品
ワ
絡
を
師
阻
止
し
ま

tレ
れ
山

a

我
孫
子
盛
期
絞
殺
伝
関
す
る
織
的

の
一
郎
改
蕊

5
困
問
機
可
決

恋
人
一
被
設
耐
描
拙
端
的
一
環
と
し

て
、
か
ぞ
え
匁
八
十
一
一
稔
を
品
開

八
十
殺
に
削
引
き
上
げ
て
、
鮎
明
単
品

年
金
壱
広
範
閥
に
総
事
す
る
た

め
で
す
。

品
料
相
輪
予
品
問
児
蜜
苓
出
判
官
A
齢
制
条
例

の
…
お
改
蕊

l
附
様
相
暗
可
決

経
液
簿
帥
貯
的
変
動
に
対
応
し

て
‘
附
ル
掛
成
予
さ
を
月
側
側
乎
m
円
か

ら
千
五
百
円
に
削
引
き
上
げ
、
児

童
福
設
の
光
淡
を
附
凶
る
た
め
で

す。倒
同
窓
愛
護
側
貯
刷
糊
琳
帯
端
且
蚤
員
会
愛

国
間
の
滋
絞
に
つ
い
て
と
附
間
帯
都

清掃決任
期
満
了
に
よ
る
委
員
二
詩

的
議
絞
め
間
怒
を
求
め
た
も
の

で
す
合

…………離帯感…官一難…叡…義教…………
w…

第
…
小
増
築
工
事
な

r予
算
化

お
や
プ
ー
ル
総
数
も
予
算
計
ふ

い
た
し
ま
し
た
。

そ
的
機
に
も
交
漁
後
会
的
観

点
か
ら
娘
戸
百
…
珍
崎
町
の
多
滋

設
中
軍
事
裁
為
る
い
は
磁
気
伸
縮
め

綴
劇
ハ
を
織
す
る
た
め
、
総
工
ロ

ー
ン
鋭
部
時
金
な
ど
を
新
設
し
、

市
民
の
み
を
さ
ん
の
行
政
惜
開
後

に
ニ
た
え
る
べ
く
各
制
m
w併
殺
の

予
路
地
問
僚
を
い
た
し
ま
し
た
a

間
明
白
相
関
十
八
年
度
我
孫
子
ゆ
期
総

民
融
機
嫌
保
検
事
品
購
帥
特
別
会
計
予

脚
持
者
支
め
る
こ
と
に
つ
い
て
日

原
案
可
淡

予
柑
持
組
唱
儲
措
法
一
一
一
億
六
千
間
関
口

…
一
…
十
九
万
九
千
同
門
で
医
療
授
の

捻
μ
刊
は
ま
ず
ま
ず
増
淘
町
一
泌

を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
。

関
係
事
業
を
将
棋
耐
に
滋
め
て

い
く
た
め
に
、
郎
防
体
問
税
に
つ
き

ま
し
て
は
市
災
の
み
な
さ
ん
め

ご
協
カ
的
ほ
ど
を
お
綴
い
い
た

し
ま
す
。

間
暗
殺
間
関
十
八
年
度
我
源
地
4

溺
土

地
区
一
揖
整
理
事
終
終
総
会
計
予

察
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
H

原
案
可
決

市
八
五
ム
口
士
総
俊
一
例
計
官
制
吐
い
事
業

的
終
絞
を
附
凶
る
と
と
も
に
、
然

的
吋
士
総
隊
約
桜
田
明
卒
業
尚
早
川
問

機
滋
と
我
孫
子
駅
南
口
主
総
区

鋭
的
成
壊
事
裁
を
一
日
も
平
く
、

着
手
す
る
た
め
に
総
額
心
憾
九

千
十
，
へ
万
約
千
円
を
予
築
許
上

家
出
時
奉
仕
H
H
の
祭
会
あ
る
い
は
、

身
務
者
仁
対
し
て
本
い
す
円
一
総

入
や
漆
転
免
許
取
得
制
関
叫
ぺ
専

ら
に
鈴
子
、
生
活
保
滅
的
家
庭

に
対
し
て
そ
の
柑
時
効
貨
を
予
算

計
上
し
ま
し
た
a

協
柑
念
醐
既
に
は
、
出
一
P
L開眼処

務
場
企
増
設
蛾
惜
し
、
一
長
二
卜

キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
的
処
理
抽
出
カ
を

増
加
湘
す
る
た
め
、
今
年
成
よ
り

二
税
金
総
統
事
裁
で
滋
め
る
よ
う

予
算
計
上
い
た

L
ま
し
た
。

ま
た
‘
必
ず
爽
沼
流
域
下
水
道

務
艦
船
ぬ
州
知
刊
金
は
勾
沖
削
減
ど
お
リ
計

上
し
‘
環
境
綴
織
を
進
め
て
い

く
も
の
で
す
。

ム
宝
山
水
裁
で
ほ
、
市
淑
紺
瑚
祭
資
総
綾
子
掛
川
行
政
組
聴
雌
鞘
糸
例
の
金

一
線
二
十
万
m
門
舎
は
じ
め
手
間
見
部
改
正
j
開
閉
猿
湾
淡

沼
遂
多
滋
内
線
機
、
都
市
計
一
際

道
路
的
援
備
な
ど
稔
綴
で
が
臨
時
総
街
化
的
進
展
、
お
ら
に
は

4

4

十
九
百
万
奇
計
上
し
ま
し
た
行
殺
議
要
円
増
大
に
対
処
し
、

教
育
授
は
も
究
家
、
生
絡
め
よ
り
古
間
出
品
な
行
政
総
策
的
機
滋

急
穏
に
対
処
し
第
一
小
時
十
絞
め
を
隠
る
と
と
も
に
、
行
品
略
的
問

榊
綴
工
事
に
は
…
然
必
千
八
百
品
併
合
る
運
営
を
糊
期
す
る
た
め
で

が
内
ほ
ど
子
線
機
輯
臥
し
た
ほ
か
、
す
。
主
な
市
内
後
は
い
ま
ま
で
の

小
・
中
学
校
的
プ
レ
ハ
ブ
仇
税
金
凶
務
総
在
、
市
長
会
前
車
、
総
務

務
総
な
ど
、
さ
ら
に
没
後
的
体
抑
制
、
開
円
余
録
、
経
治
臨
時
鋭
部
、

桝
閥
的
向
上
を
め
ポ
し
て
、

4

手
陣
鵠
綾
部
及
び
樹
開
発
部
内
一
袋
五

五
百
万
m
門
ほ
ど
投
入
し
、
滋
花
務
総
に
改
認
し
た
も
の

い
た
し
ま
し
た

総
務
翻
十
八
年
波
我
孫
子
市
公

仲
間
下
水
滋
事
蜘
機
帥
村
削
剥
会
計
予
官
停

を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

i

韓
閣
総
得
淡

湖
北
台
下
水
相
対
滋
場
な
ど
総

域
処
密
機
関
総
数
の
綾
仲
村
修
滋

賀
と
総
務
水
路
内
約
出
問
N
M
メ
ー

ト
ル
的
改
修
工
務
質
八
干
潟
百

万
m
円
を
帥
聞
に
縁
側
間
二
倍
以
千
二

百
八
ト
バ
万
六
子
m
円
を
予
算
計

上
い
た
し
ま
し
た
。

開
唱
和
銅
十
八
年
度
我
孫
子
海
上

氷
滋
務
議
会
計
予
務
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て

dz
臨
時
案
可
決

都
中
市
ル
叫
に
よ
る
給
水
滋
務
は

務
し
く
、
本
与
は
品
川
水
帥
円
数
一

万
二
十
凶
百
八
十
戸
を
怨
定
‘

A
g
平
均
七

F
五
百
立
方
メ
ー

ト
ル
を
必
務
と
さ
れ
ま
す
。

m
H
説
的
収
入
札
札
ぴ
支
出
の
子

第
件
同
一
億
八
予
約
百
万
円
ほ
ど

で
資
本
的
別
収
入
お
よ
炉
支
闘
は
も

ニ
俄
ニ
パ
H

万
ほ
ど
に
な
ゥ
て
お

り
ま
す
。

昭
和
問
i
六
年
間
け
か
ら
州
制

緩
か
れ
て
い
た
非
常
効
特
別
絞

め
絞
れ
の
報
酬
岳
部
純
情
叫
し
た
交

滋
品
川
，
勾
け
は
と
滋
巾
民
総
さ
ん
惜
別
H
H

と
を
人
什
わ
ぜ
て
山
引
上
げ
る
こ
と

に
し
た
も
の
で
す
。

我
孫
子
総
一
総
裁
の
拙
戦
終
の
給

与
じ
関
す
る
条
例
の
一
怒
抽
出
疋

i
療
薬
可
決

遜
齢
判
的
た
め
自
転
市
中
‘
除
勧

市
中
等
奇
後
間
同
す
る
総
廷
に
汁
L

に
ん
婚
と
て
支
給
す
る
た
的
で
す

ヰ
葉
県
世
間
待
判
明
公
平
委
員
会
終

回
開
設
綴
規
約
の
一
郎
改
波

i
問崩

事
情
可
決

公
子
委
け
H
A
制
共
附
開
設
道
的
…

節
団
体
に
お
け
る
名
紙
袋
波
及

び
解
欲
、
出
叫
幾
知
人
的
巾
し
山
山

に
よ
り
、
こ
め
淡
仏
刊
を
一
部
改

正
す
る
も
の
で
す
。

午
融
措
闘
用
問
世
田
知
町
村
総
長
間
部
品
詞
絡

会
資
産
管
潔
絡
会
務
約
の
変
糠
m

u
R
市
開
漆
湾
決

吋
山
山
武
即
時
市
衛
生
相
組
合
L

の

終
飲
に
伴
な
う
規
定
内
務
総
ξ
、

本
総
九
H
内
解
散
の
均
九
げ
の
鈴
澄

を
緩
ん
混
ず
る
も
の
で
す
。

同
哨
恥
判
開
間
十
七
年
度
胸
叫
即
時
子
士
山
一

般
会
計
鎗
来
予
緩
〈
祭
=
一
号
)

を
定
め
る
こ
と
じ
つ
い
て

5

臨時祭

W
淡

反
乱
朴
高
野
山
同
小
学
校
用
地
を

取
得
す
る
た
め
淡
務
負
制
行
為
千
葉
県
旧
制
慾
蜘
町
村
験
員
懇
縁
側
組

問
逃
郎
総
笠
を
し
た
も
の
で
す
包
会
資
榔
端
蹴
官
瑚
崎
総
会
の
醐
肝
勘
隔
世
話
び

仙
問
幾
処
分
nn間
開
猿
柑
可
決

本
同
組
合
法
阪
和
凶
ト
八
年
九

汚
三
十
日
を
も
っ
て
終
欲
し
、

そ
の
財
政
は
子
議
以
市
町
村
時
制

民
共
済
総
合
に
成
時
滅
さ
れ
る
た

め
で
す
。

一
室
五
部
舗
に

制
料
開
閉
手
議
臨
棚
田
阿
波
数
粂
期
間
の
一
滋
賀
冊
子
市
淡
仲
間
鈴
鶴
岡
の
定
員
、

務
改
正

5
療

議

可

決

伝

免

、

給

与

、

緩

務

等

に

隠

す

行
政
綴
撲
の
回
明
大
に
終
始
し
‘
事
拠
賄
側
閉
め
一
部
改
蕊
首
療
機
可

行
欲
的
内
滑
な
る
篠
崎
品
企
図
る
.
決

と
と
も
、
彼
氏
サ

i
ピ

ス

的

内

最

近

mw
綴
淡
彩
情
か
ら
み
て
、

上
を
期
す
る
た
め
、
各
岬
部
隊
内
治
時
間
際
関
門
待
選
丹
波
畿
を
は

綴
悶
阿
波
数
を
犠
員
す
る
も
の
で
か
る
必
要
が
あ
る
持
で
摘
防
波

す

。

終

的

報

醐

開

設

ぴ

火

災

な

Y
一
的
機

務
に
従
お
し
た
場
合
に
お
け
る

究
開
問
弁
償
的
引
き
上
げ
を
行
な

う
右
の
で
す
。

我
四
叩
子
機
特
則
的
織
の
融
制
臨
調
守
勢

蜘
耐
熱
の
も
の
の
甜
抑
制
酬
及
び
串
民
間
m

4
背
後
と
関
す
る
条
側
聞
の
一
線
改

正
3
開
時
総
可
決

815 

昭
和
問
問
十
八
年
度
山
料
開
鶴
子
市
一

時
融
合
計
予
察
を
滅
的
畠
こ
と
に

つ
い
て

H
U

探
索
可
決

開
相
続
協
十
八
年
波

4

総
会
計

的
予
算
幾
枯
棋
は
‘
コ
…
十
捕
時
一
千

六
一
白
一
一
十
六
万
九
千
何
で
峠
刑
制
十

疫
に
兆
べ
、
二
鐙
六
千
九
百
八

十
万
m
円
余
り
(
九
'
八
%
増
)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

曲
凪
入
予
採
に
お
い
て
、
中
市
制
怖

は
州
側
・
一
一
%
殺
の
十
一
億
七
千

九
桜
万
円
ほ
ど
で
抽
地
方
交
付
制
批
‘

六
億
三
子
万
円
と
そ
の
仙
闘
の
財

源
と
を
A

合
せ
る
と
、
一
日
続
叫
財
源

総
悩
酬
は
約
二
十
胸
部
六
百
万
円
と

な
う
前
年
波
よ
守
幾
分
、
向
上

し
て
お
ワ
ま
す
む

し
か

L
、
特
定
財
淡
に
お
い

吉
は
地
方
領
内
一
…
抽
出
附
四
百
六
ト

IHR
，
白
剤
加
料
金
丹
図
千
七
波
大

十
万
m
門
的
減
額
に
よ
り
同
郎
総
で

九
同
協
五
千
盟
百
万
m門
ほ
ど
に
氏

ま
っ
て
お
守
宅
叫
財
源
確
保
い
い
お

我
孫
子
滋
公
益
質
屋
象
燃
の
燦
い
て
事
び
し
い
現
況
に
あ
リ
ま

ふ

i
原

案

可

決

す

。

凶
作
間
開
業
向
必
端
情
伎
が
な
く
な
出
品
出
予
算
件
、
民
生
費
に
は
、

つ
た
め
マ
臨
時
比
す
る
も
め
で
す
a

タ
綾
保
管
関
時
以
築
工
事
に
仏
判
中
u
千

万
的
内
縁
置
し
た
品
川
を
ぽ
ヒ
め
、

恋
人
窪
考
資
‘
ね
た
き
り
在
人



3 

川
同
月
一
日
か
ら
今
ま
で
の
約

制
加
条
例
が
廃
止
さ
れ
、
み
ら
れ
~

ぷ
淡
淡
持
制
的
処
理
及
U
清
婦
に

泌
す
る
ゑ
僚
が
制
定
し
ま
し
た

よ-ヲ

収
集
要
領

mw
一
絞
府
間
楽
輪
切
の
う
ち
…
絞
駒
郡

磁
か
ち
排
出
さ
れ
る
符
燃
物
、

本
総
務
紘
一
門
誌
十
五
ぬ
ま
伯
、

災
絞
め
に
し
て
樹
号
掲
載
の

絞
篠
山
内
則
一
期
に
よ
り
無
料
で
収

集
い
た
し
ま
す
。
た
だ
し
事

業
国
間
品
開
〈
総
代

k
)
に
よ
り

排
出
き
れ
る
二
縦
凝
縮
荒
牧
は
.

十
五
い
時
以
上
蕊
十
は
ま
で
一

鍛
収
集
と
一
裁
に
お
相
村
〈
制
判

淡
第
ご
で
制
収
議
す
る
こ
と

あ
び
こ
を

48. 5. 1 

我
話
予
附
執
よ
り
ふ
問
点
へ
淀

歩
十
分
足
ら
ず
.
ア
カ
サ
ソ

峠
悼
の
丘
上
に
鐙
人
泌
公
闘
が

ゐ
る
。公

開
幽
は
杉
村
楚
人
一
説
先
殺

を
ね
ル
念
し
て
つ
く
ら
れ
た
、
}

と
か
ら
、
ま
ず
先
生
に
つ
い

て
殺
り
た
い
と
緩
い
ま
す

β

先
生
内
本
名
は
い
付
制
作
山
弘
太

郎
と
い
い
‘
絞
M

問
コ
縦
仲
間
加

と
号
し
て
い
ま
し
た
が
‘
附
川

ニ
九
に

側繍唱躍

起Ev 議

に
な
守
ま
し
た
e

後
日
間
開
附
闘

が
終
お
に
お
似
い
い
た
し
ま

計
ヲ
@

品

w
多
川
引
に
酬
明
泊
さ
れ
る
一
一
絞
潔

楽
持
制
M
M
術
的
指
定
L
た
場
所

に
議
出
慨
し
て
下
苦
い
。

小
山
常
時
的
場
合
一
絞
殺
山
由

誌
が
ト
五
、
時
以
ふ

山
山
畿
一
時
的
品
交
付
一
時

J
H

約
排

出向
M

駄
が
一
白
旬
以
上

同
時
議
時
民
間
閣
は
刻
表
明
郁
二
め

と
お
れ
ツ
で
滋
詩
的
場
合
は
…
↓
…

ケ
制
月
ご
と
の
集
金
的
方
法
、

感
憾
の
場
介
は
そ
の
つ
ど
叫
納

金
的
方
法
で
行
な
い
ま
す
。

③
事
業
所
か
ら
山
山
る
臨
時
議
縫
純
米

的
判
は
由
H
か
ら
加
問
綴
す
る
よ
う

に
を
っ
て
お
ハ
ワ
岳
寸
が
、
中
判

る

金意義 j 

月i.llIOOf守1
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1 kg 2悶

2制0"]

1唱。fIl
2号号河

3号堅持
I号号f'l

申
告
で
な
い
品
物
{
長
さ
玩
十
側

以
下
の
本
〈
ず
・
紙
〈
ず
・

枇
職
時
相
く
ず
)
は
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
に
院
か
ら
運
殺
し
て

下
さ
い
6

M

竹
長
は
別
表
第
一
ニ

の
と
お
り
で
す
。

③

L
尿
汲
山
刑
判
門
会
同
同
級
噌
税
務
一

の
と
お
う
で
す
。
今
ま
で
は

毎
月
領
収
品
川
加
を
発
行
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
業
務
的
簡
滋

化
を
開
凶
る
た
め
A
7
路
よ
り
ん
時

私
的
閥
均
…
呂
町
役
帯
人
口
を

議
機
と
し
た
…
一
…
ヶ
月
毎
に
一

問
問
発
行
し
ま
す
。
畑
出
ヲ
て
却
付

金
も
江
一
ヶ
月
分
を
一
僚
に
楠
軒

入
し
て
演
く
ニ
と
に
な
り
ま

す
a

(
海
域
紛
依
然
〉

的
拘
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

大
川
北
十
一
一
年

関
東
火
篠
山
内
め

の
ち
居
を
滋
市

町
予
夜
間
m
納
得

(団結一一

1
五
)

に
移
り
、
こ
の

や
ふ
織
を
コ
行
世
阿

波
い
と
お
付
け
、

家
を
仲
柏
崎
附
山
崎
在

比
悼
し
め
~
。
そ
し

て
じ
卜
問
」
{

n口
行
U
J
L
!
ド

γ
d

H
T
一

j

丹
生
泌
を
開
閉
じ
恥

る
ま
で
少
」
帥
閣
で

災
地
平
山
結
晶
別
を
絞
日

げ
た
の
で
あ
る
e

J

ヂ
判
n
m
m
湖
畔

が
削
開
校
織
と
し

2

!

J

i

い
こ
い
由
広
場
幾
人
公
開
削

て
絞
滅
な
w

でと

か
ら
件
関
門
も
が
多
〈
総
て
ら
れ
た
河
村
山
剛
山
氏
へ
も
と
抱
一
柏
崎
綜

の
で
、
潟
地
誌
を
愛
す
る
先
生
は
住
)
的
作
品
で
成
品
川
闘
は

党
銭
が
こ
わ
さ
れ
る
の
を
非
常
筑
波
見
時

に
き
り
い
由
口
宅
付
近
内
総
や
w
T

年
紛
れ
の
洪
い
な
る
後
に

泌
を
大
量
に
取
得
し
た
。
そ
仰
と
姦
否
問
に
は
高
浜
出
国

f
氏

中
で
…
餐
鳥
肌
色
が
美
し
い
寸
鋭
か
ら

札
府
政
い
を
こ
ょ
を
く
愛
し
た
ご
〕
倒
的
べ
り
の

の
織
が
今
の
殺
人
間
協
公
開
問
で
ゐ
る
。
世
部
哲
砂
金

tu足
Q
7
け
ん
か

公
陶
閉
山
川
内
総
務
は
、
時
間
医
内
祝
匂
が
制
跡
事
れ
て
い
る
。

5官f'l

100P， 

古賀

i話

三重

詰ま

f'J 

し

ー
引
}
い
斗
ふ
八
ソ機

削開
n
月
一
日
付
け
で
次
円
五
ト

れ
が
新
規
採
線
検
討
片
と
し
て

人
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
〈
お
毅

い
い
た
し
ま
す
窃

市
長
公
蜜

泣
議
み
よ
一
十
闘
附

'M
山

総
務
調
酎

公
開
問
芳
夫
井
原
一
ふ
州
知

紳
助
免
除
夫
大
山
幸
滋

余
ソ
ナ
佐
太
郎
小
島
英
一

紙
協
同
航
抑
制
内
中
滋
掛
付
加
期

休

淡

今

必

死

十

県

民

生

毅

-
一
一
間
リ
洋
子
策
特
げ
茂
慰

問
川
持
続
ヰ
ヘ
火
山
州
統

γ

同
円
分
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入
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受
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と
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狩
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滋
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。
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の
海
域
カ
を
お
願
い
い
た
し
ま

計

'e
育
機
札
を
山
山

t
て
〈
だ
さ
い
@

柏
村
に
ア
パ
ー
ト
な
ど
に
震
往

き
れ
て
い
る

ηは
、
世
相
札
の

か
わ
り
に
な
る
よ
、
ヴ
な
お
剰

な
ど
を
利
用

L
絞
り
出
さ
れ

る
よ
う
お
附
聞
い
し
ま
す
。

A
H

仲
間
間
町
議
中
本
会
綬
M
H

必
ず
十
附
出

段
以
内
に
お
機
い
し
ま
す
。

市
に
よ
っ
て
い
い
ろ
い
ろ
者
約

出
肢
が
あ
号
ま
す
が
た
と
え
ば
、

転
入
総
を
し
て
い
な
い
た
め

じ
ゅ
陥
民
権
が
な
く
、
交
通
災

害
保
滋
制
刷
協
胤
に
該
当
し
て
い

な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

新
た
に
滑
に
校
む
よ
う
に
な

ら
れ
た
方
は
、
す
み
や
か
に

開
掛
け
出
を
し
て
く
ど
き
い
。

合
受
け
綴
(
ポ
ス
ト
)
を
お
綴

い
し
ま
す
。

広
報
紙
絞
殺
の
際
ど
、
ω

に
緩

い
て
よ
い
向
か
波
う
こ
と
が

あ
れ
ソ
ま
す
切
時
比
や
す
い
出
問
に

滋
協
カ
ア
さ
い
。
(
然
災
総
}

817 

〈
万
各

羽
川
市
期
日
間
相
釦
刊
附
間
十
八
年
玄
同
月

永
舟
十
一
一
一
uu
「
説
)

V
然
食
時
間
関
午
約
九
時
吋
コ
一
十
分

甲
集
会
機
関
中
央
公
開
河
嶋
崎

V
3
1
ス
中
央
公
制
内
線
4
久

土守中年
1
・
土
校
時
体
よ
布
施
弁
叉

;
土
谷
添

i
久
寺
家

i
山中央

公
開
民
抽
出

V
徒
品
伊
臨
蹴
隊
約
十
ゴ
一
知

智
務
突
の
時
，

v
品
開
月
二
十
8

(
日
)
円
い
料
輪
開
刑
@
次
回
常
務
山
内

滋
践
的
連
絡
は
‘
小
林
〈
八
一
一
)
叩
品
目
月
十
六
白
発
行
予
定
の
広

州
問
。
八
六
に
午
的
関
九
時
吋
ま
で
相
棋
に
は
湾
総
州
問
十
八
年
度
予
維
持

(
教
憲
議
院
閥
会
〉
を
待
機
で
棚
情
裁
い
た
し
ま
す
。
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